
【伊藤忠健康経営における戦略マップ】

伊藤忠商事は、かけがえのない経営資源である社員が、性別・年齢・国籍・人種・宗教・障がいの有無等の多様性をもっていることを認識し、ひとりの商人が担う

無数の使命と、永続的な企業価値向上を実現すべく、以下の取組を中心に健康経営を推進します。

健康投資

健康関連の最終的な目標指標従業員等の意識変容・行動変容に関する指標
健康投資施策の取組状況

に関する指標

健康投資の効果

KGI

（目標年：

2030年度）

長時間労働時間の削減

朝型勤務比率の増加

20時以降勤務者の減少

8時以前勤務者の増加

ストレスチェック受検者の増加・

高ストレス者への指導率の向上

がん検診受診率の向上

生活習慣の改善プログラム

参加者の増加

特定保健指導受診率の増加

診療・治療受診率の向上

生活習慣関連の指標の改善

組織長の理解促進・現場における支援強化

健康経営に対する社員意識向上

女性特有の疾病早期発見・治療

治療と仕事の両立・将来の不安軽減

作成年：2026年4月

健康経営の目

標

健康経営の推

進方針

経営方針

従業員の健康課題

生活習慣の改善（食事・運動・睡眠等）

メンタルヘルス（高ストレス者対応、長時間労働）

健康リテラシー向上、社内外ツールへのアクセス・周知徹底

参加者数の増加

健康経営の浸透状況 方針実現のための体制・環境 サポート・組織的支援（POS)、WSC等

健康憲章の明示

会社HP・社内イントラでの施策開示

経営トップによる発信

取締役会での協議・意思決定

健康管理室・健保組合との連携
上司・同僚からのサポート
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The Brand-new Deal

～ 利は川下にあり ～

伊藤忠健康憲章

かけがえのない経営資源である社員が、

性別・年齢・国籍・人種・宗教・障がい

の有無等の多様性をもっていることを認

識し、ひとりの商人が担う無数の使命と、

永続的な企業価値向上を実現すべく、

以下を約束します。

1.健康への責任

2.健康による社会貢献

3.未来への継承

・社員の健康力向上

・社員のモチベーション・

貢献意欲の向上

・労働生産性向上

・エンゲージメントスコア：70

・プレゼンティーズム：－10%（24年度比）

・欠勤・休職者数：－10%（24年度比）

・がん両立支援プラン利用率：90%

健康投資の土台
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産業医による海外赴任前研修での指導・海外巡回訪問

組織長研修の実施

朝活セミナー、健康・フェムテック等に関するセミナー等の開催

健康診断受診状況フォロー

欠勤・休職中の生活保障、子女育英金支給

海外での緊急医療体制の整備
健康リテラ

シー向上・

体制強化

禁煙補助プログラム

110運動（22時以降の二次会禁止）

睡眠実態調査、睡眠課題の治療、睡眠時無呼吸症候群

（SAS）治療強化、Sleep Innovation Platformでの活動

特定保健指導

生活習慣

改善

朝型フレックスタイム制度（早朝割増、15時以降の早帰り）

ウォーキングイベント

朝型軽食・社員食堂での健康メニュー提供

社内診療所における歯科治療

ストレスチェック実施、高ストレス者への個別面談・サポート

臨床心理士によるカウンセリングメンタル

ヘルス

サポート
適切な時間管理（過重労働、勤務簿調査、休暇取得推進）

女性がん検診の拡充、フェムテック活用（不妊治療、更年期等）

国立がん研究センターとの提携

がん・指定難病に対する特別休暇付与

がん・女性

特有疾病

への個別

フォロー

健康診断受診率の向上

診療・治療受診率の向上

治療と仕事の両立・将来の不安軽減

がん・女性特有の疾病の予防・早期発見・両立サポート

欠勤休職者数の減少・離職率低下

プレゼンティーイズム・アブセンティーズム

の改善

特定保健指導該当者・

海外渡航制限者数の低減

睡眠休養感の向上

がん治療と仕事の両立支援プラン

利用率の向上


